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＜連絡事項＞

・11/14(月)より、看護実習生が来る予定となっています。受持ち患者様は、古館　正行様の予定としています。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　康子様～本日、インフルエンザ接種実施しています。｢毎年インフルエンザ接種後は熱を出す｣と話されていた為、接種後の状態観察をおこなっていきましょう。

・中森　みや子様～風邪症状持続している為、本日、昼よりＰＬ顆粒(総合感冒薬)2日分処方となっています。引続き、風邪症状の観察をおこなっていきましょう。

・伊藤　義彦様～｢話をまとめて言えない｣と話されていた為、服薬調整おこなっていました。服薬調整後より、睡眠不安定・動作緩慢・流涎みられ、食事摂取時の咀嚼・嚥下に時間を要しています。また、自床よりの起き上がり困難さみられ、リハプロや作業にも参加することが出来ず不参加となっています。両眼球の充血見られ、時に眼光の鋭さも見られています。今後も、睡眠状況・日課、会話時の様子・食事の摂取状況身体状況の確認・観察をしていきましょう。併せて、精神症状(気分の高揚さ)の出現有無の確認・観察もしていきましょう。

・袴田　将志様～強迫行為(手洗い場・衣装ケース・)に余裕なく、訴えが多く頻回にスタッフオフィスへと来られ確認されています。その都度説明し了解され自室へと戻られていますが、落ち着かない様子伺えています。現在は、突発的・衝動行為見られていませんが、暴力行為のある患者様ですので、落ち着きなく頻回に訴えて来られた場合は、その都度傾聴し落ち着いて頂くよう、環境調整し関わっていきましょう。

・川村　幸子様～座っていることが出来ず、足踏みをして立っていることが見られています。

主治医より、薬の副作用とのことで、本日、11時25分アキネトン(抗パーキンソン剤)1A　5ml　筋注しています。

11/12(土)より、タスモリン錠(1)(抗パーキンソン剤)　2×朝・夕　3日分処方となっています。

イライラ・ムズムズ時には、ヒベルナ(抗ヒスタミン剤)　1Tが11/25(金)まで予測指示で出ています。

また、1時間経過しても症状が改善見られない場合は、アキネトン(抗パーキンソン剤)1A　5ml　筋注の指示が出ています。

＜注目患者様ケース検討＞

・川村　幸子様～アカシジア出現により落ち着いて過ごされること出来ず、常にスタッフオフィスへと来られ身体不調を訴えられています。リハプロにも参加出来ないと訴えられるも、｢皆といると気持ちが紛れる｣と話され参加されています。

本日の主治医診察時は、｢電磁波(プ・プ・プという音が自殺に追い込む音)が聴こえてきます。何とかしてください｣と妄想に左右された発言も聞かれていました。訴え時は、傾聴し関わることとし、危険行為なく落ち着いて過ごして頂くよう環境調整をおこなっていきましょう。また、精神症状の有無の確認・観察も密におこなっていきましょう。

＜猪股先生診察状況＞

蝦名　豊美様～　先日の性的逸脱行為については、「気分転換でした」と話されています。

　　　　　　　　主治医からは、他者の迷惑となる行動は慎むよう指導あり、本人は「はい」と表面的な応答です。本人の認知能力を考慮すると、本人へ内省を望むことは効果がないとのことで、逸脱行為があった際にはその都度注意していくようにとの事です。
